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◇産業保健部◇

日医認定産業医制度研修会開催一覧

連絡先単位数主なテーマおよび講師開催場所開催日時

中央労働災害防止協会
北海道安全衛生
サービスセンター
（011-512-2031）
受講資格：
健康測定専門研修修
了医師､日医認定産業
医およびTHP指導者
養成専門研修修了者

生涯研修 専門5

（1日の研修修了者に対して）

・働く人の健康づくりの動向
中央労働災害防止協会

・これからの職場のメンタルヘルス
－ワーク･エンゲイジメントに注目した個人と組織の活性化－
東京大学大学院医学系研究科准教授 島津 明人

・ＳＯＣ（SenceofCoherence）を高める
－ストレス社会を生きる働く人に必須のスキル－
グローバルヘルスコミュニケーションズ代表取締役社長

蝦名 玲子

中央労働災害防止協会
(札幌市)
定員：60名

受講料：
THP登録者 18,000円
中災防協会賛助会員 18,000円
一 般 21,000円
(事前に申し込みが必要です）

平成25年12月5日（木）
9：40～17：00

北海道産業保健
推進センター
（011-242-7701）

生涯研修
更新1・専門3

・じん肺対策について
北海道労働局労働基準部健康課労働衛生専門官 龍瀧 良之

・じん肺のしくみと健康管理
北海道中央労災病院院長 木村 清延

・粉じんばく露低減措置と関係法令について
北海道労働保健管理協会産業保健部次長 相澤 和幸

札幌全日空ホテル
(札幌市)
定員：30名

(事前に申し込みが必要です）

平成25年12月12日（木）
13：00～17：00

北海道産業保健
推進センター
（011-242-7701）

生涯研修
専門2・実地2

・アスベスト関連疾患の診断と臨床について等
・石綿関連疾患診断技術研修

北海道中央労災病院 院長 木村 清延
副院長 大塚 義紀

札幌全日空ホテル
(札幌市)
定員：40名

(事前に申し込みが必要です）

平成25年12月19日（木）
13：00～17：00

北海道産業保健
推進センター
（011-242-7701）

生涯研修 専門2

・職場のメンタルヘルス対策
－産業保健スタッフに求められるうつ病対応－

北海道医療大学心理科学部教授 中野 倫仁

北海道建設会館
(札幌市)
定員：50名
(事前に申し込みが必要です）

平成26年1月15日（水）
18：30～20：30

帯広市医師会
（0155-24-2802）

基礎研修
実地2・後期1.5

生涯研修
更新0.5・実地2・専門1

・職場巡視
日本甜菜製糖㈱芽室製糖所工務担当副所長 村椿 孝行

ほか
・最近の労働衛生行政および労働安全法について

帯広労働基準監督署安全衛生課長 大串 尚哉
・職場における腰痛予防について

医療法人社団博愛会開西病院院長 細川 吉博

日本甜菜製糖㈱
(芽室町)
定員：70名

(事前に申し込みが必要です）

平成26年1月18日（土）
13：30～17：00

札幌市医師会
（011-611-4181）

基礎研修 後期2

生涯研修 専門2

・精神障害の労災認定について

特定医療法人社団慶愛会札幌花園病院院長 松原 良次

札幌市医師会館
(札幌市）
定員：200名
参加費：1,000円
※札幌市産業医協議会会員は無料
（事前の申し込みは不要です）

平成26年2月17日（月）
18：30～20：30

日本産業衛生学会
北海道地方会事務局
（0166-68-2402）

生涯研修
更新1・専門2

・最近の労働衛生行政について
北海道産業保健推進センター副所長 丹羽 裕彰

・循環器疾患の予防のための職域における高血圧､糖尿病対策
札幌医科大学保健医療学部看護学科基礎臨床医学講座教授

齋藤 重幸
・『孤独なボウリング』の視点から労働者の健康を考える

北海道医療大学看護福祉学部教授 志渡 晃一

北海道大学学術交流会館
(札幌市)

平成26年3月8日（土）
14：00～17：00

日本産業衛生学会北海道地方会
第17回産業医･産業看護･産業衛
生技術･産業歯科合同研修会

＊開催日が太字のものは、本号より新たに掲載されたもので、現在日医認定産業医制度指定研修会として日本医師会に承認申請中です。

注１：新規認定のためには、基礎研修50単位以上（前期研修14単位以上、実地研修10単位以上、後期研修26単位以上の合計50単位以上）の修

得が必要です（前期研修については、総論2単位・健康管理2単位・メンタルヘルス対策1単位・健康保持増進1単位・作業環境管理2単位・

作業管理2単位・有害業務管理2単位・産業医活動の実際2単位のそれぞれの単位修得が必須）。

注２：更新認定のためには、認定取得後の5年間に生涯研修20単位以上（更新研修、実地研修、専門研修各1単位以上の合計20単位以上）の修得

が必要です。


